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避難所生活の心得(抜粋版)
～快適な避難生活を営むために～

避難所生活の心得(1)
快適な避難所生活を送るために、以下のような点に注意します。

　◆大量の人員を要する作業へは、できる限り協力します。
· 人員を必要とする作業には以下のようなものがあります。

　　　①食料・物資の受入

②炊き出し

③生活用水の確保
④避難所内の清掃
· このほかの作業へもできる限り協力し、一部の人へ負担が集中することを避けましょう。

　◆定められた時間は厳守します。

· 避難所内で定められた時間には、以下のようなものがあります。

　　　①起床時間　　　　　　時　　　分
　　　②消灯時間　　　　　　時　　　分

　　　③食事時間　　　　　　時　　　分

　　　④風呂の時間　　　　　時　　　分
　　　⑤清掃の時間　　　　　時　　　分

　◆個人のことは個人の責任で行います。

· 個人のスペースは、個人の責任において管理します。身の回りを清潔かつ整頓し、周囲の人に不快感を与えないようにします。
· また、個人所有の持ち物についても、個人の責任において管理します。貴重品は常に携帯しましょう。
　
◆ペットの管理について

· ペットの飼育者は他の避難者の迷惑にならないように、自分のペットの管理を行います。
· ペット飼養に必要な資材や収容用ケージ(オリ)、リード、ペットシーツ、ペットフード及び飲料水などをできる限り持参しましょう。
· 「動物避難所」においては、飼い主が責任をもって適正に飼養しましょう。
また、「ペットの会」【資料5】を設立し、みなさんで協力しあいましょう。
・ペットは決められた場所で、ケージに入れるか、短い綱などで支柱につなぎとめる等して飼いましょう。
・排泄は｢動物用トイレ｣と指定した場所でさせ、後始末をきちんとしましょう。
・飼育場所の管理（清掃等）は飼い主が責任を持って行いましょう。
・飼育場所・施設は常に清潔にし、必要に応じて消毒しましょう。
・救援物資（ペットフード・資材など）の搬入・仕分け・配分に協力しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　
· ペットによる迷惑防止に努めましょう。
· ペットを避難所（体育館等）に入れないようにしましょう。
· 感染症予防のためにも、ペットの健康チェックを行いましょう。
避難所生活の心得(2)
以下のような場合には、避難所の生活ルールに従って、次のようなことを考えながら行動します。
　◆外泊する際には・・・・

· 外泊することを避難所在住の知人へ連絡し、誰かが把握するようにしましょう。
　◆退所する際には・・・・

· 退所のための手続きをとり、退所後の連絡先などを申請します。

· また、その他の場合でも、「避難者カード」の記載事項に変更があった時には速やかに運営本部へ連絡します。

· 退所する際には、個人で使用していた居住空間は責任をもって、後片付けを行います。

　　　

　◆外部から電話をもらいたい場合、郵便物を送ってもらいたい場合には・・・・

· 避難所の住所及び電話番号を正しく自分の知人に知らせてください。具体的には以下のように知らせるとよいでしょう。

・住　　所：「○○市○○町△－△　□□小学校避難所内　第○組（氏名）あて」

というように、宛名に記入するようお願いしてください。
　 ・電話番号：避難所となっている施設（例：小学校）の代表番号ではなく、

避難所運営組織専用の電話がある場合には、その番号を連絡し

ます。
· 宅配便や郵便はトラブルを避けるために、原則として本人以外の受取はしないようにします。

避難所生活の心得(3)

· ◆不審な人物を見かけたら・・・・

· 不審な人物を見かけたら、速やかに避難所運営組織へ連絡します。

· また、取材者を避難所内で見かけたら、避難所運営組織（受付）で正式な手続きを受けたかどうか尋ねます。

　◆食料や物資に関する要望など行政へ要請したいことがある場合には・・・・

· 各個人が直接、行政（市災害対策本部）へ要請するのではなく、避難所運営組織で検討し、避難所内の情報担当者から地域災害対策本部を通じて、避難所からの要望として要請するようにします。

· 個人で要望がある場合には、班長を通じて避難所運営組織へ意見を出してもらいましょう。

　　　

　◆掲示板へ情報を掲示し、他の避難者へ伝言を残したい場合には・・・・

· 掲示板には避難者個人が勝手に掲示を行ってはなりません。総括情報部に情報の掲示をお願いします。

· 掲示板の管理は総括情報部に一任します。みだりに掲示物に記入したり、掲示物をはがしたりすることのないようにします。

· 他の避難者へ伝言を残したい場合には、連絡用の伝言ＢＯＸを避難所運営組織として設置してもらい、そこへ伝言を残します。

· 伝言ＢＯＸは、班別に管理することとし、班長以外の人が中の伝言を持ち出すことは避けましょう。

避難所生活の心得(4)

◆食料・物資を配給する際には・・・・

· 食料・物資の配給は原則として平等です。ただし、緊急の場合には高齢者や子どもなどに優先して配給します。
· 食料・物資ともに、居住班単位で配給を行います。その際には班長がまとめて班員の分を取りに行きます。

· 食料の消費期限や賞味期限は厳守し、食料を個人でためこまないようにします。

· 食料・物資の利用はその給食給水部の指示に従い、避難者が勝手に持ち出すことがないようにします。

　　

◆配給された食品を食べる際には・・・・

· できるだけ、早く食べるようにしましょう。

· 食べる前には、できるだけ手を洗いましょう。

· すぐに、食べられない場合は、涼しいところに保管するよう心掛けてください。

　◆発災直後、食料や物資が足りない場合には・・・・

· 避難所から地域災害対策本部へ人数分の食料・物資を要請します。足りない場合には、各避難者同士で食料を分け合って、できる限り全員に行き届くように心掛けます。

· また、自宅への立入りが可能な場合には、いったん自宅へ戻って、備蓄食料や毛布などを避難所へ持ち寄りましょう。

　　　

　◆ごみを捨てるには・・・・

· ごみは必ず分別し、避難所内で定められたごみ集積場へ捨てます。

· 個人のごみは個人で、また、各共同作業（例：炊き出しなど）で出るごみは、作業の担当者に確認して捨てます。
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